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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車体フレーム（１１）と、
　前記車体フレーム（１１）の後部に取り付けられるシート（２７）と、
　前記シートの下方廻りを覆うリヤカウル（６０）と、
　前記シート（２７）の後方に配置され、前記リヤカウル（６０）に周囲を覆われるテー
ルライト装置（５０）と、
　前記テールライト装置（５０）に前傾した状態で取り付けられるテールライトバルブ（
５４）と、
　後輪（ＷＲ）の上方を覆うリヤフェンダ（１００）と、を備える自動二輪車（１０）に
おいて、
　前記リヤフェンダ（１００）の前記テールライトバルブ（５４）と対向する部分に、前
記テールライトバルブ（５４）にアクセス可能な開口部（１０３）を形成し、前記バルブ
（５４）の軸線（Ｘ）を当該開口部（１０３）に指向させ、
　前記リヤフェンダ（１００）の前記開口部（１０３）を覆う開閉もしくは着脱可能な蓋
部（１１０）を更に備えることを特徴とする自動二輪車。
【請求項２】
　前記蓋部（１１０）は、前記リヤフェンダ（１００）に差し込み部材（１１５）により
開閉もしくは着脱可能に設けられていることを特徴とする請求項１に記載の自動二輪車。
【請求項３】
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　前記蓋部（１１０）は、前記リヤフェンダ（１００）にヒンジ部（１２０）により開閉
自在に設けられることを特徴とする請求項１に記載の自動二輪車。
【請求項４】
　前記ヒンジ部（１２０）は、前記バルブ（５４）の軸線（Ｘ）よりも車両後部側に設け
られ、前記蓋部（１１０）は、車両に対して前開きに開閉されることを特徴とする請求項
３に記載の自動二輪車。
【請求項５】
　車体フレーム（１１）と、
　前記車体フレーム（１１）の後部に取り付けられるシート（２７）と、
　前記シートの下方廻りを覆うリヤカウル（６０）と、
　前記シート（２７）の後方に配置され、前記リヤカウル（６０）に周囲を覆われるテー
ルライト装置（５０）と、
　前記テールライト装置（５０）に前傾した状態で取り付けられるテールライトバルブ（
５４）と、
　後輪（ＷＲ）の上方を覆うリヤフェンダ（１００）と、を備える自動二輪車（１０）に
おいて、
　前記リヤフェンダ（１００）の前記テールライトバルブ（５４）と対向する部分に、前
記テールライトバルブ（５４）にアクセス可能な開口部（１０３）を形成し、前記バルブ
（５４）の軸線（Ｘ）を当該開口部（１０３）に指向させ、
　前記車体フレーム（１１）の後端部に取り付けられ、前記リヤフェンダ（１００）、リ
ヤウィンカ（４１）、及びライセンスライト（１０５）を支持するステー部（８０）を備
えることを特徴とする自動二輪車。
【請求項６】
　前記車体フレーム（１１）の後端部に固定され、前記ステー部（８０）が取り付けられ
るステー支持フレーム（７０）を備え、
　前記ステー支持フレーム（７０）の前記テールライトバルブ（５４）と対向する部分に
、前記テールライトバルブ（５４）にアクセス可能な開口部（７５）を形成することを特
徴とする請求項５に記載の自動二輪車。
【請求項７】
　前記ステー部（８０）は、左右に分かれていることを特徴とする請求項５に記載の自動
二輪車。
【請求項８】
　車体フレーム（１１）と、
　前記車体フレーム（１１）の後部に取り付けられるシート（２７）と、
　前記シートの下方廻りを覆うリヤカウル（６０）と、
　前記シート（２７）の後方に配置され、前記リヤカウル（６０）に周囲を覆われるテー
ルライト装置（５０）と、
　前記テールライト装置（５０）に前傾した状態で取り付けられるテールライトバルブ（
５４）と、
　後輪（ＷＲ）の上方を覆うリヤフェンダ（１００）と、を備える自動二輪車（１０）に
おいて、
　前記リヤフェンダ（１００）の前記テールライトバルブ（５４）と対向する部分に、前
記テールライトバルブ（５４）にアクセス可能な開口部（１０３）を形成し、前記バルブ
（５４）の軸線（Ｘ）を当該開口部（１０３）に指向させ、
　前記リヤフェンダ（１００）に上方に突出する屈曲部（１３０）が設けられ、前記屈曲
部（１３０）の内側に前記テールライトバルブ（５４）の少なくとも一部が配置されるこ
とを特徴とする自動二輪車。
【請求項９】
　前記車体フレーム（１１）の後端部には、前記開閉式シート（２７）の施錠・開錠を行
うシートキャッチ（９０）が配置され、
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　前記屈曲部（１３０）は、前記シートキャッチ（９０）と前記テールライトバルブ（５
４）との間に配置されることを特徴とする請求項８に記載の自動二輪車。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動二輪車に関し、特に、自動二輪車のテールライト装置の配置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の自動二輪車として、テールライトバルブの軸線及びテールライトバルブの挿脱方
向をシート及びリヤフェンダに干渉しない向きに傾斜させる（テールライトバルブの位置
を同じにして、テールライトバルブを前傾させる）ものが知られている（例えば、特許文
献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実公平３－４１３６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上記特許文献１に記載の自動二輪車では、テールライトバルブの軸線及びテ
ールライトバルブの挿脱方向をシート及びリヤフェンダに干渉しない向きに傾斜させるた
め、バルブ軸線の傾斜角度を大きくすることはできず、テールライトをできるだけシート
に近づけるという特徴のあるデザインを設計することは困難であった。また、実際にバル
ブの挿脱を行う場合は、シートを開けてバルブを挿脱するという煩瑣な作業が必要で、特
に、上記のようにバルブを傾斜させて配置する場合、通常の車両前後方向に沿って配置さ
れるバルブと比較して挿脱が難しくなってしまうという課題もでてきてしまう。
【０００５】
　本発明は、かかる事情を考慮したものであり、その目的は、テールライトバルブの取付
角度を大きくすることによりシートとテールライト装置との間の距離を短くして、自動二
輪車のテールライト廻りのショートテールデザインの自由度を向上させ、外観性を高める
ことができると共に、テールライトバルブの挿脱を容易にすることができる自動二輪車を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、請求項１に記載の発明は、車体フレームと、車体フレーム
の後部に取り付けられるシートと、シートの下方廻りを覆うリヤカウルと、シートの後方
に配置され、リヤカウルに周囲を覆われるテールライト装置と、テールライト装置に前傾
した状態で取り付けられるテールライトバルブと、後輪の上方を覆うリヤフェンダと、を
備える自動二輪車において、リヤフェンダのテールライトバルブと対向する部分に、テー
ルライトバルブにアクセス可能な開口部を形成し、バルブの軸線を開口部に指向させ、リ
ヤフェンダの開口部を覆う開閉もしくは着脱可能な蓋部を備えることを特徴とする。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明の構成に加えて、蓋部は、リヤフェン
ダに差し込み部材により開閉可能に設けられていることを特徴とする。
【０００９】
　請求項３に記載の発明は、請求項１に記載の発明の構成に加えて、蓋部は、リヤフェン
ダにヒンジ部により開閉自在に設けられることを特徴とする。
【００１０】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の発明の構成に加えて、ヒンジ部は、バルブ
の軸線よりも車両後部側に設けられ、蓋部は、車両に対して前開きに開閉されることを特
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徴とする。
【００１１】
　請求項５に記載の発明は、車体フレームと、車体フレームの後部に取り付けられるシー
トと、シートの下方廻りを覆うリヤカウルと、シートの後方に配置され、リヤカウルに周
囲を覆われるテールライト装置と、テールライト装置に前傾した状態で取り付けられるテ
ールライトバルブと、後輪の上方を覆うリヤフェンダと、を備える自動二輪車において、
リヤフェンダのテールライトバルブと対向する部分に、テールライトバルブにアクセス可
能な開口部を形成し、バルブの軸線を開口部に指向させ、車体フレームの後端部に取り付
けられ、リヤフェンダ、リヤウィンカ、及びライセンスライトを支持するステー部を備え
ることを特徴とする。
【００１２】
　請求項６に記載の発明は、請求項５に記載の発明の構成に加えて、車体フレームの後端
部に固定され、ステー部が取り付けられるステー支持フレームを備え、ステー支持フレー
ムのテールライトバルブと対向する部分に、テールライトバルブにアクセス可能な開口部
を形成することを特徴とする。
【００１３】
　請求項７に記載の発明は、請求項５に記載の発明の構成に加えて、ステー部は、左右に
分かれていることを特徴とする。
【００１４】
　請求項８に記載の発明は、車体フレームと、車体フレームの後部に取り付けられるシー
トと、シートの下方廻りを覆うリヤカウルと、シートの後方に配置され、リヤカウルに周
囲を覆われるテールライト装置と、テールライト装置に前傾した状態で取り付けられるテ
ールライトバルブと、後輪の上方を覆うリヤフェンダと、を備える自動二輪車において、
リヤフェンダのテールライトバルブと対向する部分に、テールライトバルブにアクセス可
能な開口部を形成し、バルブの軸線を開口部に指向させ、リヤフェンダに上方に突出する
屈曲部が設けられ、屈曲部の内側にテールライトバルブの少なくとも一部が配置されるこ
とを特徴とする。
【００１５】
　請求項９に記載の発明は、請求項８に記載の発明の構成に加えて、車体フレームの後端
部には、開閉式シートの施錠・開錠を行うシートキャッチが配置され、屈曲部は、シート
キャッチとテールライトバルブとの間に配置されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　請求項１に記載の自動二輪車によれば、テールライト装置をシートの後方に配置し、テ
ールライトバルブをテールライト装置に前傾した状態で取り付け、リヤフェンダのテール
ライトバルブと対向する部分に、テールライトバルブにアクセス可能な開口部を形成し、
バルブの軸線を開口部に指向させたため、テールライトバルブの取付角度を大きくするこ
とができ、シートとテールライト装置との間の距離を短くすることができる。これにより
、自動二輪車のテールライト廻りのショートテールデザインの自由度を向上させ、外観性
を高めることができる。また、開口部からテールライトバルブに容易にアクセスすること
ができるので、テールライトバルブの挿脱を容易にすることができる。
【００１７】
　また、請求項１に記載の自動二輪車によれば、リヤフェンダの開口部を覆う開閉もしく
は着脱可能な蓋部を備えるため、下方から入り込む石、泥、水などからテールライトバル
ブ及びテールライトバルブに接続されるハーネスを保護することができる。
【００１８】
　請求項２に記載の自動二輪車によれば、蓋部は、リヤフェンダに差し込み部材により開
閉もしくは着脱可能に設けられているため、蓋部の開閉もしくは着脱を容易にすることが
でき、蓋部を設けたとしてもテールライトバルブの挿脱を容易にすることができる。
【００１９】



(5) JP 5246431 B2 2013.7.24

10

20

30

40

50

　請求項３に記載の自動二輪車によれば、蓋部は、リヤフェンダにヒンジ部により開閉自
在に設けられるため、蓋部の開閉を容易にすることができ、蓋部を設けたとしてもテール
ライトバルブの挿脱を容易にすることができる。
【００２０】
　請求項４に記載の自動二輪車によれば、ヒンジ部は、バルブの軸線よりも車両後部側に
設けられ、蓋部は、車両に対して前開きに開閉されるため、万が一、走行中に蓋部が開い
たとしても、後輪の回転に伴い下方から入り込む石、泥、水などからテールライトバルブ
及びテールライトバルブに接続されるハーネスを保護することができる。また、蓋部が後
輪と接触したとしても、蓋部を閉方向に動かすことができる。
【００２１】
　請求項５に記載の自動二輪車によれば、テールライト装置をシートの後方に配置し、テ
ールライトバルブをテールライト装置に前傾した状態で取り付け、リヤフェンダのテール
ライトバルブと対向する部分に、テールライトバルブにアクセス可能な開口部を形成し、
バルブの軸線を開口部に指向させたため、テールライトバルブの取付角度を大きくするこ
とができ、シートとテールライト装置との間の距離を短くすることができる。これにより
、自動二輪車のテールライト廻りのショートテールデザインの自由度を向上させ、外観性
を高めることができる。また、開口部からテールライトバルブに容易にアクセスすること
ができるので、テールライトバルブの挿脱を容易にすることができる。
　また、請求項５に記載の自動二輪車によれば、車体フレームの後端部に取り付けられ、
リヤフェンダ、リヤウィンカ、及びライセンスライトを支持するステー部を備えるため、
リヤフェンダ、リヤウィンカ、及びライセンスライトを支持する部品を個別に用意する必
要がない。これにより、部品点数を削減することができるので、自動二輪車の製造コスト
を削減することができる。
【００２２】
　請求項６に記載の自動二輪車によれば、車体フレームの後端部に固定され、ステー部が
取り付けられるステー支持フレームを備え、ステー支持フレームのテールライトバルブと
対向する部分に、テールライトバルブにアクセス可能な開口部を形成するため、開口部か
らテールライトバルブに容易にアクセスすることができるので、テールライトバルブの挿
脱を容易にすることができる。
【００２３】
　請求項７に記載の自動二輪車によれば、ステー部が左右に分かれているため、ステー部
の小型化及び軽量化を図ることができ、自動二輪車の製造コストを削減することができる
。
【００２４】
　請求項８に記載の自動二輪車によれば、テールライト装置をシートの後方に配置し、テ
ールライトバルブをテールライト装置に前傾した状態で取り付け、リヤフェンダのテール
ライトバルブと対向する部分に、テールライトバルブにアクセス可能な開口部を形成し、
バルブの軸線を開口部に指向させたため、テールライトバルブの取付角度を大きくするこ
とができ、シートとテールライト装置との間の距離を短くすることができる。これにより
、自動二輪車のテールライト廻りのショートテールデザインの自由度を向上させ、外観性
を高めることができる。また、開口部からテールライトバルブに容易にアクセスすること
ができるので、テールライトバルブの挿脱を容易にすることができる。
　また、請求項８に記載の自動二輪車によれば、リヤフェンダに上方に突出する屈曲部が
設けられ、屈曲部の内側にテールライトバルブの少なくとも一部が配置されるため、テー
ルライトバルブをリヤフェンダと接触させることなく、大きな角度で取り付けることがで
きる。これにより、シートとテールライト装置との間の距離を短くすることができるので
、テールライト装置の周辺をコンパクトにすることができ、自動二輪車の外観性を向上す
ることができる。また、屈曲部によりテールライトバルブの少なくとも一部の上方を覆う
ため、上方から入り込む石、泥、水などからテールライトバルブ及びテールライトバルブ
に接続されるハーネスを保護することができる。



(6) JP 5246431 B2 2013.7.24

10

20

30

40

50

【００２５】
　請求項９に記載の自動二輪車によれば、車体フレームの後端部には、開閉式シートの施
錠・開錠を行うシートキャッチが配置され、屈曲部がシートキャッチとテールライトバル
ブとの間に配置されるため、近接配置されるシートキャッチからテールライトバルブ及び
テールライトバルブに接続されるハーネスを保護することができる。 
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明に係る自動二輪車の一実施形態を説明するための左側面図である。
【図２】図１に示すテールライト装置の周辺の一部切欠左側面図である。
【図３】図１に示すテールライト装置の周辺の一部切欠平面図である。
【図４】図１に示すテールライト装置の周辺の車体中心線を通る縦断面図である。
【図５】図１に示すテールライト装置の周辺を上方から見た一部切欠斜視図である。
【図６】図５からグラブレールを取り外した状態のテールライト装置の周辺の一部切欠斜
視図である。
【図７】図１に示すテールライト装置の周辺を下方から見た一部切欠斜視図である。
【図８】テールライト装置の周辺を後方から見た一部切欠斜視図である。
【図９】図８に示すテールライト装置の周辺の一部切欠左側面図である。
【図１０】図８に示すテールライト装置の周辺の一部切欠後面図である。
【図１１】本発明に係る自動二輪車の一実施形態の第１変形例を説明するための断面図で
ある。
【図１２】本発明に係る自動二輪車の一実施形態の第２変形例を説明するための一部切欠
斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、本発明に係る自動二輪車の一実施形態について、図面を参照して詳細に説明する
。なお、図面は符号の向きに見るものとし、以下の説明において、前後、左右、上下は、
運転者から見た方向に従い、図面に車両の前方をＦｒ、後方をＲｒ、左側をＬ、右側をＲ
、上方をＵ、下方をＤ、として示す。
【００２８】
　本実施形態の自動二輪車１０は、図１に示すように、車体フレーム１１を、前端に設け
られるヘッドパイプ１２と、ヘッドパイプ１２から後方且つ下方に延びる左右一対のメイ
ンフレーム１３と、ヘッドパイプ１２から後方且つ下方に延びる左右一対のダウンチュー
ブ１４と、左右一対のメインフレーム１３の後端部に連結される左右一対のピボットプレ
ート１５と、左右一対のメインフレーム１３の後部に連結され後方且つ上方に延びる左右
一対のシートフレーム１６と、ピボットプレート１５に連結され後方且つ上方に延び、そ
の後端部がシートフレーム１６の後端部と連結される左右一対のサブフレーム１７と、メ
インフレーム１３とダウンチューブ１４との間に接続される第１～第４補強フレーム１８
ａ，１８ｂ，１８ｃ，１８ｄと、シートフレーム１６とサブフレーム１７との間に接続さ
れる第５，第６補強フレーム１８ｅ，１８ｆと、から構成し、ダウンチューブ１４及びピ
ボットプレート１５にエンジン２０が取り付けられる。
【００２９】
　また、自動二輪車１０は、ヘッドパイプ１２に操向自在に支持されるフロントフォーク
２１と、フロントフォーク２１の下端部に回転可能に支持される前輪ＷＦと、フロントフ
ォーク２１の上端部に取り付けられる操舵用のハンドル２２と、ピボットプレート１５に
揺動可能に支持されるスイングアーム２３と、スイングアーム２３の後端部に回転可能に
支持される後輪ＷＲと、スイングアーム２３とピボットプレート１５との間に設けられる
後輪懸架装置２４と、メインフレーム１３の上方に設けられる燃料タンク２５と、シート
フレーム１６の上方に設けられる開閉式の運転者シート２６及び同乗者シート２７と、を
備える。
【００３０】
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　なお、図１中の符号３１はフロントカウル、３２はフロントサイドカウル、３３はアン
ダーカウル、３４はサイドカウル、３６はヘッドライト装置、３７はサイドミラー、３８
はフロントウィンカ、３９はフロントフェンダ、４１はリヤウィンカ、４３は排気管、４
４はマフラー、４５はメインステップホルダ、４６はメインステップ、４７はピリオンス
テップホルダ、４８はピリオンステップである。
【００３１】
　また、自動二輪車１０は、図２～図１０に示すように、左右一対のシートフレーム１６
の後部に取り付けられるテールライト装置５０と、テールライト装置５０の周辺を覆うリ
ヤカウル６０と、左右一対のシートフレーム１６の後端部に固定されるステー支持フレー
ム７０と、ステー支持フレーム７０に取り付けられるステー部８０と、ステー支持フレー
ム７０に取り付けられ、開閉式の同乗者シート２７の施錠・開錠を行うシートキャッチ９
０と、左右一対のシートフレーム１６及びステー部８０に取り付けられ、後輪ＷＲの上方
を覆うリヤフェンダ１００と、を備える。
【００３２】
　テールライト装置５０は、図２に示すように、シートフレーム１６側に支持されるテー
ルライトハウジング５１と、テールライトハウジング５１により前部開口が閉塞されるテ
ールライトレンズ５２と、テールライトハウジング５１に裏側から取り付けられるテール
ライトバルブソケット５３と、テールライトバルブソケット５３に装着されるテールライ
トバルブ５４と、を備える。また、テールライトバルブソケット５３には、テールライト
バルブ５４に接続されるハーネス５５が設けられている。そして、本実施形態では、テー
ルライトバルブソケット５３及びテールライトバルブ５４は、その軸線Ｘが前傾した状態
でテールライトハウジング５１に固定される。
【００３３】
　リヤカウル６０は、図４及び図８～図１０に示すように、左右一対のシートフレーム１
６の後部に取り付けられており、テールライト装置５０の側部から上部を覆う上部カバー
部６１と、テールライト装置５０の側部から下部を覆う下部カバー部６２と、を有する。
また、下部カバー部６２の車幅方向中央部の裏面には、テールライト装置５０を支持する
テールライト支持部６３が前方に向けて突設されており、このテールライト支持部６３に
は、テールライトハウジング５１の下端部に形成される支持突片５１ａがねじ６４により
締結されている。
【００３４】
　ステー支持フレーム７０は、図４～図６に示すように、左右一対のシートフレーム１６
の後端部に固定される左右一対の側部フレーム７１と、左右一対の側部フレーム７１の後
端部に固定されるベースフレーム７２と、を備える。また、左右一対の側部フレーム７１
の上面には、左右一対のグラブレール４９がボルト７１ａにより締結されている。
【００３５】
　ベースフレーム７２は、左右一対の側部フレーム７１に固定される左右一対の側板部７
３と、左右一対の側板部７３の下縁に沿って固定される底板部７４と、を有する。また、
本実施形態では、底板部７４のテールライトバルブ５４と対向する部分にテールライトバ
ルブ５４にアクセス可能な第１開口部７５が形成されている。
【００３６】
　ステー部８０は、図４、図６、図８に示すように、左右に分かれており、テールライト
装置５０を支持する左右一対のテールライト支持ステー８１と、左右一対のテールライト
支持ステー８１に固定され後方に延びる左右一対のステーパイプ８２と、左右一対のステ
ーパイプ８２の中間部を車幅方向に連結するクロスメンバ８３と、左右一対のステーパイ
プ８２の後端部に固定され、左右一対のリヤウィンカ４１及びリヤフェンダ１００を支持
する左右一対の後部支持ステー８４と、を備える。そして、ステー部８０は、その左右一
対のテールライト支持ステー８１及びクロスメンバ８３をステー支持フレーム７０の底板
部７４の下面に溶着される３個のナット７６に３本のボルト７７で締結することにより、
ステー支持フレーム７０に固定される。
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【００３７】
　テールライト支持ステー８１は、図３、図４、図６に示すように、その上端部にテール
ライト装置５０を弾性支持する弾性部材８５が取り付けられており、この弾性部材８５に
は、テールライトハウジング５１の裏面から前方に向かって突設される左右一対の支持突
部５２ｂが挿し込まれる。これにより、テールライト装置５０が左右一対のテールライト
支持ステー８１に対して弾性支持される。
【００３８】
　後部支持ステー８４は、図４及び図８～図１０に示すように、その上部に形成され、後
述する第２リヤフェンダ１０２と共にリヤウィンカ４１がナット８６ａにより締結される
リヤウィンカ支持部８６と、その下部に形成され、後述する第２リヤフェンダ１０２がね
じ８７ａにより締結されるリヤフェンダ支持部８７と、を備える。
【００３９】
　リヤフェンダ１００は、図４、図６、図７に示すように、左右一対のシートフレーム１
６に取り付けられる第１リヤフェンダ１０１と、ステー部８０の後部支持ステー８４に取
り付けられる第２リヤフェンダ１０２と、第１及び第２リヤフェンダ１０１，１０２間に
設けられ、第１開口部７５と連通しテールライトバルブ５４にアクセス可能な第２開口部
１０３（図４参照）と、第１及び第２開口部７５，１０３を覆う蓋部１１０と、を備える
。また、第２リヤフェンダ１０２には、ライセンスプレート１０４と、ライセンスプレー
ト１０４を照らし出すライセンスライト１０５が設けられている。
【００４０】
　なお、図２、図４及び図７に示すように、図示しないバッテリーからのハーネス１４０
は、ベースフレーム７２の底板部７４の下面で、第１開口部７５の周囲に設けられたクリ
ップ１４３に支持されて、第１開口部７５を通過して後部支持ステー８４内まで延出され
る。そして、後部支持ステー８４まで延出されたハーネス１４０から、リヤウィンカ４１
に接続されるハーネス１４１、テールライトバルブ５４に接続されるハーネス５５、及び
ライセンスライト１０５に接続されるハーネス１４２がそれぞれ分岐される。テールライ
トバルブ５４に接続されるハーネス５５は、ベースフレーム７２の底板部７４の下面で、
第１開口部７５の周囲に設けられたクリップ１４４に支持されて、第１開口部７５を通過
する。
【００４１】
　蓋部１１０は、図４及び図７に示すように、底板部１１１と、底板部１１１の左右両側
縁から立設される側板部１１２と、を備える。また、底板部１１１の後端部には、左右一
対の後部支持ステー８４間に挿し込まれると共に、左右一対の後部支持ステー８４にナッ
ト８８ａ及びボルト８８ｂにより締結される後部取付部１１３が形成され、その前端部に
は、第１リヤフェンダ１０１の後部底面に取り付けられる前部取付部１１４が形成されて
いる。この蓋部１１０の前部取付部１１４は、差し込み部材１１５の突起部分を矢印Ａの
方向に押し込むことで、突起部分の膨出部分が頭部を拡径することで、シートキャッチ９
０と共に、第１リヤフェンダ１０１に差し込み固定される。また、突起部分を矢印Ａの方
向にさらに押し込むことで、膨出部分を越えて頭部が縮径し、差し込み部材１１５が外れ
る。これにより、蓋部１１０は、差し込み部材１１５によりリヤフェンダ１０１及び後部
支持ステー８４から開閉もしくは着脱可能となり、蓋部１１０の内部を容易にメンテナン
スすることができる。
【００４２】
　このように構成された自動二輪車１０では、テールライトバルブ５４に下方から（後輪
ＷＲ側から）アクセスすることが可能になったので、テールライトバルブ５４の取付角度
を従来のテールライト装置よりも前傾させる（鉛直方向に近づける）ことが可能となる。
このため、テールライトバルブ５４の取付角度をより前傾にした分、同乗者シート２７又
はシートキャッチ９０とテールライト装置５０との間の距離が短くなるので、テールライ
ト装置５０の周辺部品であるリヤカウル６０及びリヤフェンダ１００をスポーティに小型
化することが可能となり、自動二輪車１０のテールライト装置５０廻りのショートテール
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デザインの自由度を向上させ、外観性が高まる。また、蓋部１１０を取り外すことにより
、第１及び第２開口部７５，１０３を通じてテールライトバルブ５４にアクセス可能とな
るので、テールライトバルブ５４の挿脱作業が容易になる。
【００４３】
　以上説明したように、本実施形態の自動二輪車１０によれば、テールライト装置５０を
同乗者シート２７の後方に配置し、テールライトバルブ５４をテールライト装置５０に前
傾した状態で取り付け、リヤフェンダ１００のテールライトバルブ５４と対向する部分に
、テールライトバルブ５４にアクセス可能な第２開口部１０３を形成し、バルブ５４の軸
線Ｘを第２開口部１０３に指向させたため、テールライトバルブ５４の取付角度を大きく
することができ、同乗者シート２７又はシートキャッチ９０とテールライト装置５０との
間の距離を短くすることができる。これにより、テールライト装置５０の周辺部品である
リヤカウル６０及びリヤフェンダ１００をスポーティに小型化することができるので、自
動二輪車１０の外観性を向上することができる。また、第２開口部１０３からテールライ
トバルブ５４に容易にアクセスすることができるので、テールライトバルブ５４の挿脱を
容易にすることができる。
【００４４】
　また、本実施形態の自動二輪車１０によれば、第２開口部１０３を覆う開閉もしくは着
脱可能な蓋部１１０を備えるため、下方から入り込む石、泥、水などからテールライトバ
ルブ５４及びテールライトバルブ５４に接続されるハーネス５５を保護することができる
。
【００４５】
　また、本実施形態の自動二輪車１０によれば、シートフレーム１６の後端部に取り付け
られ、第２リヤフェンダ１０２、リヤウィンカ４１及びライセンスライト１０５を支持す
るステー部８０を備えるため、第２リヤフェンダ１０２、リヤウィンカ４１及びライセン
スライト１０５を支持する部品を個別に用意する必要がない。これにより、部品点数を削
減することができるので、自動二輪車１０の製造コストを削減することができる。
【００４６】
　また、本実施形態の自動二輪車１０によれば、シートフレーム１６の後端部に固定され
、ステー部８０が取り付けられるステー支持フレーム７０を備え、ステー支持フレーム７
０のテールライトバルブ５４と対向する部分に、テールライトバルブ５４にアクセス可能
な第１開口部７５を形成するため、第１開口部７５からテールライトバルブ５４に容易に
アクセスすることができるので、テールライトバルブ５４の挿脱を容易にすることができ
る。
【００４７】
　また、本実施形態の自動二輪車１０によれば、ステー部８０が左右に分かれているため
、ステー部８０の小型化及び軽量化を図ることができ、自動二輪車１０の製造コストを削
減することができる。
【００４８】
　なお、本実施形態の第１変形例として、図１１に示すように、蓋部１１０は、第２リヤ
フェンダ１０２にヒンジ部１２０により開閉自在に設けられていてもよい。また、本変形
例では、ヒンジ部１２０は、テールライトバルブ５４の軸線Ｘよりも車両後部側で、蓋部
１１０の後部取付部１１３に設けられており、蓋部１１０は車両１０に対して矢印Ｂに示
すように前開きに開閉される。
【００４９】
　そして、本変形例によれば、蓋部１１０は、リヤフェンダ１００にヒンジ部１２０によ
り開閉自在に設けられるため、蓋部１１０の開閉を容易にすることができ、蓋部１１０を
設けたとしてもテールライトバルブ５４の挿脱を容易にすることができる。特に、テール
ライトバルブ５４の軸線方向に開口部が開いていくので、手を開口部に入れ易くバルブ５
４の挿脱が極めて良好となる。
【００５０】
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　また、本変形例によれば、蓋部１１０は、ヒンジ部１２０により車両１０に対して前開
きに設けられるため、万が一、走行中に蓋部１１０に隙間が生じたとしても、後輪ＷＲの
回転に伴い下方から入り込む石、泥、水などからテールライトバルブ５４及びテールライ
トバルブ５４に接続されるハーネス５５を保護することができる。
【００５１】
　また、本実施形態の第２変形例として、図１２に示すように、第１リヤフェンダ１０１
の後端部に上方に突出する屈曲部１３０を設け、この屈曲部１３０の内側にテールライト
バルブ５４が装着されるテールライトバルブソケット５３を配置するようにしてもよい。
また、本変形例では、屈曲部１３０は、シートキャッチ９０とテールライトバルブソケッ
ト５３（テールライトバルブ５４）との間に配置されている。
【００５２】
　そして、本変形例によれば、第１リヤフェンダ１０１の後端部に上方に突出する屈曲部
１３０を設け、屈曲部１３０の内側にテールライトバルブ５４が装着されるテールライト
バルブソケット５３を配置するため、テールライトバルブ５４をリヤフェンダ１００と接
触させることなく、大きな角度で取り付けることができる。これにより、同乗者シート２
７又はシートキャッチ９０とテールライト装置５０との間の距離を短くすることができる
ので、テールライト装置５０の周辺をコンパクトにすることができ、自動二輪車１０の外
観性を向上することができる。また、屈曲部１３０によりテールライトバルブ５４が装着
されるテールライトバルブソケット５３の上方を覆うため、上方から入り込む石、泥、水
などからテールライトバルブソケット５３、テールライトバルブ５４、及びテールライト
バルブ５４に接続されるハーネス５５を保護することができる。
【００５３】
　また、本変形例によれば、屈曲部１３０がシートキャッチ９０とテールライトバルブソ
ケット５３（テールライトバルブ５４）との間に配置されるため、近接配置されるシート
キャッチ９０からテールライトバルブソケット５３、テールライトバルブ５４、及びテー
ルライトバルブ５４に接続されるハーネス５５を保護することができる。
【符号の説明】
【００５４】
　　　１０　　自動二輪車
　　　１１　　車体フレーム
　　　１６　　シートフレーム
　　　４１　　リヤウィンカ
　　　５０　　テールライト装置
　　　５１　　テールライトハウジング
　　　５２　　テールライトレンズ
　　　５３　　テールライトバルブソケット
　　　５４　　テールライトバルブ
　　　５５　　ハーネス
　　　６０　　リヤカウル
　　　６３　　テールライト支持部
　　　７０　　ステー支持フレーム
　　　７１　　側部フレーム
　　　７２　　ベースフレーム
　　　７５　　第１開口部
　　　８０　　ステー部
　　　８１　　テールライト支持ステー
　　　８２　　ステーパイプ
　　　８４　　後部支持ステー
　　　９０　　シートキャッチ
　　１００　　リヤフェンダ
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　　１０１　　第１リヤフェンダ
　　１０２　　第２リヤフェンダ
　　１０３　　第２開口部
　　１１０　　蓋部
　　１２０　　ヒンジ部
　　１３０　　屈曲部
　　　ＷＲ　　後輪

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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